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＜連絡事項＞

· 1/7までに経過連絡票を作成し、各リーダーへ報告すること。
· 1/12まで利用者様の評価を作成し、各リーダーへ報告すること。
· 1/7高柳和子様デイケア正式利用予定。

· 1/8、1/14グループ内研修（看護・介護）あり。該当する研修に参加すること。

· 2/2、2/3法人研修、実施予定。
· 環境整備の基準手順書・チェックリストが看護共有フォルダに入っているので、担当者は資料を基に青陽館用の環境整備書類を作成すること。

· 監査に備え書類の最終チェックを行う事。

＜外来患者様情報＞

· 下妻　康貴様～「胃の調子が悪く吐き気がある。昨日、ガスが出たら少し楽になった。」と話して　　　

いる。頓服薬でアローゼン処方。便が出ない場合は毎日服用しても良い事を伝えている。

· 松川　順子様～本日採血実施。通所での生活について「心配はない」と話している。担当医より「も

う少し様子をみてから週4回の通所利用にしましょう」と伝えている。

· 高橋　幸雄様～「体調は良いが体重が76kgになった。自宅では運動できなかった。」と話してい

る。担当医より自分で意識して食事制限、運動をするよう伝えている。

· 上川原　豊様～「正月は実家に帰省していたが、何もないところなのでどこにも行かずに過ごして

いた。足の捻挫は良くなった。」と話している。

· 澤　昌利　様～体重82.6kg。「お菓子をたくさん食べた」「父親が退院した」と話している。

· 清水　泰雅様～「正月に妹が帰ってきたが特に何もなく過ごせた」と話している。

＜利用者様情報＞

· 大久保恒夫様～本人より「正月から連日飲酒をしている。今日も飲む約束をしている。」と話し、

倦怠感を訴え、表情が硬い。スタッフより飲酒と薬との関係性を説明し、飲酒の機会を避けこれ以上の飲酒は控えるよう伝えている。

· 森　彩子　様～本日通所利用している。自宅で断水が続いていることで精神的に不安定となった


ことを話している。

· 古舘　ヨリ様～「障害年金の等級が下がるのではないか、下がれば生活ができなくなる」という不

安を訴えている。病棟SWより、障害の等級が下がったとしても生活保護制度によって現在の生活水準は保たれること、市役所からの通知が来次第SWへ連絡するようにということを伝えている。

· 淡路智恵子様～デイケア来所時、昼食後薬持参を忘れ自宅へ戻っている。

· 高橋　洋子様～本日、娘様付き添いで他病院受診するとのこと。

· 田中　正士様～本日のSSTにて自ら「両足太ももの痛みについて困っている」と話がある。青風

荘スタッフや担当医へはまだ話していないとのことで、スタッフより早めに伝えるよう促している。関係機関への情報提供をしていく。

· 神山　和典様～本人よりナイトケア利用日を増やしたいとの要望がある。利用日を増やす事で疲労

が溜まる事も考えられるため、今まで通りの日数で利用し、体調に余裕があれば木曜日も利用するといった方法で様子をみてはどうか提案している。まずは担当医へ相談するよう伝えると本人納得している。

· 下妻　康貴様～風邪をひき市販の風邪薬を服用していたが、12/26から便秘をしているとのこと。

昨日の夕食の摂取量は少ない。スタッフから外来受診するよう勧めている。

＜断水時の対応について＞

○今回どのように対応したか

1月1日
　15:20…青明舎から16:00断水の情報が入る。

· スタッフからデイケア利用者へ断水の情報を伝える。

15:30…庶務から断水についての連絡がある。青明舎スタッフから防災活動の依頼がある。

· デイケアスタッフ2名が青山荘・青風荘･グループホームへのポリタンク運搬作業へ加わる。

· 残りのスタッフは容器に水を溜める作業を行う。

※デイケア営業時間中は断水していなかった為、水道水を使用。

1月2日
· 調理、食器洗い、飲料水を1/1に溜めた水で対応している。

気がついた点

· 正月期間であったため、利用者数が少なく使用する水の量も少なかった。普段であればもっと水を確保する必要があったと思われる。

· 利用者が各自ペットボトルに水を冷蔵庫に保管しているため、服薬時の水は確保できていた。

· 食器洗いの際、水を多く使用する。

· 浴槽には入浴のための水は溜まっていた。

· 青陽館の井戸水は止まる可能性があるとの情報があった。

反省点

· 今回浴槽の水を抜いて退勤したが、井戸水が止まる可能性もあるため、浴槽には水を溜めておくようにする。

· 青陽館の井戸水は消毒済みであり、飲料水としての利用可能であることを認識していなかった。










